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Abstract

　Cross breeding was conducted to produce new Argyranthemum for cut flowers.  A new cultivar ‘Princess 
Lemonade’  was characterized by a single flower head with cream yellow ray florets, a flowering time from 
the Autumn and a tall plant height.  The grower evaluated the growth as good, as early flowering, and a 
new type of cream yellow flower.  The cut flower quality of ‘Princess Lemonade’  was highly evaluated 
in the main flower market in the Minamiizu region of Shizuoka Prefecture.  ‘Princess Lemonade’  was 
successfully registered on March 2, 2007 (The registration number: 14972, http://www.hinsyu.maff.go.jp/).
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　マーガレットは，スペイン領カナリア諸島1)とポルト
ガル領マデイラ諸島11)を原産とし，23種13)または24種2)

があるとされ，原種の多くは白花である1, 12)．日本には
明治初頭までに導入されていた9)ものが，いわゆるマー
ガレット(Paris Daisy)といわれる ‘在来白’ である．マー
ガレットは，海外では一般に鉢物や花壇材料として利用
されていたが12)，日本では切り花用として産地に広がっ
た6)．
　昭和30年代までの切り花用マーガレットの流通は，大
部分が ‘在来白’ に代表される一重咲きの白花であった．
このため，静岡県有用植物園(現農林技術研究所伊豆農
業研究センター )では海外からの品種導入と育種を行い，
アメリカから導入した ‘伊豆大輪黄’ を現地に普及する
とともに，近縁属を利用した新品種育成により，シュ

ンギク(Gloebionis coronaria)を交配に利用して ‘伊豆イエ
ロー’ を育成・普及した5)．この他，現地には，来歴は
不明であるが ‘在来黄b’ といわれる品種が存在する5, 10)．
しかし，これら黄花品種は耐暑性が弱く，年内の開花が
困難なため，秋植え・春切りでの栽培に限られていた．
これは鉢物用も含め，これまで日本で栽培されてきた
マーガレット黄花品種全体の傾向である．このため，産
地では切り花用，鉢物用を問わず，年内から開花するマー
ガレット黄花品種の育成が求められてきた．
　切り花用マーガレットには年内からの安定出荷に加
え，栽培の容易さ，耐暑性，収量性などに優れること
が求められる6,7,8)．そこで，現地での栽培が容易で，年
内から開花する極小輪の一重咲きで浅黄花の ‘プリンセ
スレモネード’ を育成した．さらに，育成品種の市場性
を確認するために市場調査を行ったのであわせて報告す
る．

Ⅰ　緒　　　　言

†　本報告の一部は，平成 19 年度園芸学会春季大会 (2007 年 3 月京都市 ) で発表した。
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1．選抜経過と特性
　一次選抜：1999年3〜5月に育成系統 ‘01-2-1’ (乳白花色)
の自然交雑した頭状花378を採取し，1999年11月8日に播
種し，伊豆農業研究センター南伊豆圃場(静岡県南伊豆
町上賀茂，以下南伊豆圃場)内の育苗用ガラス温室内で
発芽させた．発芽個体を2000年2月29日に南伊豆圃場内
のフチュラ温室内に定植した．草姿，開花期等を中心に
選抜を行った．
　二次選抜：一次選抜した3系統を供試し，南伊豆圃場
内のビニルハウスで行った．対照品種として ‘在来白’
と ‘伊豆マグ85’ を用いた．2000年6月28日に挿し芽し，
7月14日に定植した．8月3日に摘心した．草姿，年内採
花本数，切り花品質を調査した．試験規模は1区4株とし
た．
　三次選抜：二次選抜した2系統を供試し，南伊豆圃場
内のガラス温室で行った．対照品種として ‘在来白’ と
‘伊豆マグ85’ を用いた．2001年6月14日に挿し芽し，6

月25日に定植後，7月27日に摘心した．草姿，花型，年
内採花本数，切り花品質を調査した．試験規模は1区4株
とした．
　特性調査：2004年4〜5月に，南伊豆圃場内のガラス温
室において品種登録に向けた特性調査を行った．対照品
種としては黄花品種の ‘在来黄b’ および ‘伊豆大輪黄’
を供試した．平成元年度種苗特性分類調査報告書(マー
ガレット)11)に従い，各品種4株について特性調査を行っ
た． 
2．現地適応性
(1)鉢物としての適応性
　2003年6月13日に挿し芽，6月23日に鉢上げした後，沼
津市(Ｚ)，韮山町(Ｙ)，富士市(Ｘ)，富士宮市(Ｗ)，下田市
(Ｖ)計5か所の鉢物生産者に種苗を配布した．種苗引き渡
し後，摘心等の栽培管理は各生産者の慣行によった．草
姿，草丈，開花時期等を達観調査した．

(2)切り花としての適応性
　2004年6月19日に挿し芽し，7月1日に東伊豆町(Ａ)，河
津町(Ｂ，Ｃ)，南伊豆町(Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ)，西伊豆町
(Ｉ)の計9か所のマーガレット切り花生産ハウス内に定植
した．定植後，摘心等の栽培管理は各生産者の慣行によっ
た．草姿，草丈，開花時期等を達観調査した．
3．現地の栽培状況調査
　現地での作型は，5〜7月定植8事例，8月以降の定植2
事例を調査した．2005年6月〜2006年3月に南伊豆町(Ｊ，
Ｋ，Ｌ，Ｍ，Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑ，Ｒ)の9戸，10圃場において，
6〜9月定植作型において調査した．それぞれの生産ほ場
において，草姿，草勢，草丈，分枝性，開花時期，バラ
ンス，花色，花型を4段階で評価した．
4．市場評価および新品種育成に関する調査
　京浜地区Ｏ社(市場1，仲卸1)，中京地区Ｙ社(仲卸1，小
売店7)，中京地区Ｆ社(市場1，仲卸4)の主力市場3社とそ
の仲卸および小売店，合計15社を対象に行った．2004年
3月14日発送で市場にサンプル切り花を送付した．切り
花が市場に到着後，速やかに仲卸および小売店に配布し
て草姿，花型，花色，出荷時期等を既存品種等との比較
により5段階で達観評価した．日持ち性，水あげ等につ
いては，各仲卸，小売店の慣行管理により達観評価した．

Ⅱ　材料及び方法

Ⅲ　結　　　　果

1．選抜経過と特性
　‘プリンセスレモネード’ の育成経過を図1に示した．
2002年度に農業試験場南伊豆分場(現：伊豆農業研究セ
ンター南伊豆圃場，賀茂郡南伊豆町)において，59交配
組合せ(自然交雑実生を含む)で交配を実施して実生を獲
得した．これらのうち，育成系統 ‘01-2-1’ (乳白花色)の
自然交雑実生423個体から3個体を選抜して，‘02-2-1’ 〜
‘02-2-3’ の系統名を付与した．2003年度に二次選抜と

現地適応性試験(鉢物)を行い，黄色系花色の ‘02-2-1’ と
‘02-2-2’ を選抜した．2004年度に三次選抜と現地適応性

試験(切り花)を行った．その結果，極小輪，一重咲き，
浅黄花の育成系統 ‘02-2-1’ が生産者の圃場での生育が良
く，早期から開花するため切り花用としての評価され，
有望性が確認された．‘02-2-1’ は，育成系統候補 ‘伊豆13

 01-2-1
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02-2-2
02-2-3
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図1　‘プリンセスレモネード’ の育成経過
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図2　‘プリンセスレモネード’ の開花状況

号’ として，2004年11月に育成を完了した．その後，品
種名を ‘プリンセスレモネード’ に決定して2005年5月に
品種登録を出願した．本品種は，2005年11月28日付け
で出願公表され(出願番号：18364)，2007年3月2日に品種
登録された(登録番号：第14972号，http://www.hinsyu.
maff.go.jp/)．
  ‘プリンセスレモネード’ は極小輪タイプの浅黄花の一
重咲きで(図2)，慣行の6月定植作型における開花期は9月
下旬以降で，開花時期を比較するための対照品種である
‘在来白’ および ‘伊豆マグ85’ より早くから開花する．

従来栽培されていた黄花品種 ‘在来黄ｂ’ および ‘伊豆大
輪黄’ は晩生であり，年内には開花調査が出来ないため，
‘プリンセスレモネード’ の開花時期はこれらより早い

ことが確認された(表1)．

  ‘プリンセスレモネード’ は開花開始時期が9月下旬と
早く，草丈は特性調査基準10)の「長(70㎝〜90㎝)」に分
類され，開花初期から最上位階級である60㎝前後の切り
花がえられることから切り花栽培に適していた．
2．現地適応性
(1)鉢物としての適応性
  2003年12月までの調査では，‘プリンセスレモネード’
は極小輪タイプの浅黄花で，株元から広がりやすい草姿
で，花着きが良かった(表2)．鉢栽培では草丈は特性調査

基準10)の「中」程度であったが，その後の観察調査で
草丈が極端に伸長した．
(2)切り花としての適応性
  2004年の切り花用ハウスにおける調査において ‘プリ
ンセスレモネード’ は，生育が良く，開花開始時期は10
月上旬と早いため，生産者の評価が高く，切り花として
の適応性が認められた(表3)．

表1   ‘プリンセスレモネード’の生育開花特性(2004年度南伊豆圃場)

 1) 生育特性は種苗分類調査報告書(マーガレット)による栽培期間中の観察調査
 2) 葉色は‘在来白’(緑)を基準とした場合の濃淡等による観察調査
 3) 採花時点で出荷基準を満たしていると考えられるものの本数
 4) 選抜基準，Ａ：切り花用
 5) 対照品種

表2  ‘プリンセスレモネード’の鉢物向け現地適応性調査の概要(2003年度現地試験)1)

 1) 花径，草丈等の特性は‘在来白’を基準に記載(特性調査基準に準拠)
 2) 沼津市(Ｚ)，伊豆の国(Ｙ)，富士市(Ｘ)，富士宮市(Ｗ)，下田市(Ｖ)
 3) 評価，○：適する
 4) 対照品種は，各生産者のほ場で同一条件下で栽培しているもの
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表３  ‘プリンセスレモネード’の切り花向け現地適応性調査の概要(2004年度現地試験)1)

 1) 花径，草丈等の特性は‘在来白’を基準に記載(特性調査基準に準拠)
 2) 東伊豆町(Ａ)，河津町(Ｂ，Ｃ)，南伊豆町(Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ)，賀茂村(Ｉ)
 3) 評価，○：適する
 4) 対照品種は，各生産者のほ場で同一条件下で栽培しているもの

3．現地の栽培状況調査
　2005年5〜8月の定植では11月下旬〜1月に開花したが，
9月定植では3月に開花した(表4)．草姿，草勢，草丈，分
枝性，開花時期，バランスおよび花型については，いず
れの生産者にも高い評価を受けた(表5)．それぞれの生産
者のコメントを総合すると，暑さに強く作りやすい，草
勢が強い，開花が早い等の評価であった．一方，葉色が
薄い，間延びしやすい，草勢が強いので定植時期に注意
が必要との意見もあった．

 表４  ‘プリンセスレモネード’の栽培状況（2005年度現地試験）

 表５  ‘プリンセスレモネード’の栽培評価（2005年度）

4．‘プリンセスレモネード’ の市場評価および新品種育
　　成に関する調査
　切り花のバランスを評価する草姿では，仲卸および小
売店の大部分で「良い」〜「普通」と評価されたが，市
場の一社が「やや悪い」との評価であった(図3)．花型で
は，市場，仲卸，小売店ともに「良い」〜「普通」の評
価が大部分であった．花色では，市場，仲卸，小売店の
大部分が普通程度との評価であった．日持ち性について
は，市場および小売店では「良い」〜「やや良い」，仲
卸では「良い」〜「普通」との評価であった．階級別の

需給予測については，Ｌ階級を中心に需要が伸びる可能
性があるとの評価であった．小売店からのコメントとし
ては，①サンプルの中には1本あたりのボリュームに欠
けるものが混在する．②開花時に花色が薄くなる．③花
持ちが良くつぼみが咲いてくるのが良い．④水あげが良
いので，早急に出荷を期待する等の評価を受けた．
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１．品種特性
(1)草姿

草 姿

花 型

花 色

出   荷   時   期

日   持   ち   性

階  級  別  需  給  予  測

図３  ‘プリンセスレモネード’の市場評価

1)

プリンセスレモネード市場調査

京浜地区Ｏ社（市場1､仲卸1），中京地区Ｙ社（仲卸1、小売店7），中京地区Ｆ社（市場1、
仲卸4、）の主力市場3社と関連する仲卸，小売店，合計13社において調査。
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図３  ‘プリンセスレモネード’の市場評価
 1) 京浜地区Ｏ社(市場1､仲卸1)，中京地区Ｙ社(仲卸1、小売店7)，中京地区Ｆ社(市場1、仲卸4 、)の主力市場3社と　 関連す
る仲卸，小売店，合計13社において調査。

Ⅳ　考　　　　察

　マーガレットの利用形態は，切り花と鉢物の2つの用
途に大別される．海外では庭園やコンテナに植栽して利
用するのが一般的であったが3,12,13)，日本では切り花とし
ての利用を中心に産地が拡大してきた6)．このため，農
業試験場南伊豆分場(現：伊豆農業研究センター南伊豆
圃場)では南伊豆地域の産地を支援するために，高温下
でも開花が抑制されず，年内から開花して長期間安定出
荷可能な品種の育成を図ってきた4,6,7,8)．
　‘プリンセスレモネード’の種子親である‘01-2-1’は，
‘プリンセスリトルホワイト’を種子親に黄花原種
Argyranthemum maderenseの花粉を交配して得られ
た乳白花色の系統である．‘プリンセスリトルホワイ

ト’の育成には切り花品質の良い‘在来白’が数世代前
に関わっており，年内に安定して開花する性質を持
つ7)．Argyranthemum maderenseは，Argyranthemum 

ochroleucumの異名もある13)カナリア諸島ランザローテ島
に自生する原種で，花色は淡い黄色(pale yellow)であり
1,12,13)，春の花壇向けとして利用されているが12)，日本で
の栽培実績はなく，場内の観察では自然開花期は春であ
る．‘プリンセスレモネード’の開花時期は二次選抜(2003
年)では10月中旬，三次選抜(2004年)では9月下旬，現地
適応性試験でも10月上旬からの開花を認めている．これ
まで，年内に安定して開花する黄花の切り花用マーガ
レットはなく5,10)，現在でも開発されていない．‘プリン
セスレモネード’は，花色は浅黄花で従来の黄花系マーガ
レットより淡いものの，マーガレットとしては初めての
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年内から安定して開花する黄花の切り花用品種である．
　現地適応性試験では，当初鉢物用を想定して2003年度
の試験を行い有望性を認めたものの，年明け後に草丈が
伸びやすい性質が観察されたことから，翌2004年度には
切り花用として再検討した．担当した切り花生産者には
開花が早い，生育が良いことに加え浅黄花の新花色であ
ることが高く評価された．この結果，‘プリンセスレモ
ネード’は，切り花用品種として優れた特性を持つことが
明らかとなり，県内産地への導入の可能性が示された．
‘プリンセスレモネード’は，花色が浅黄色の一重咲きで
あり，これまでに切り花用として栽培されてきた‘伊豆大
輪黄’および‘在来黄ｂ’の黄花，一重咲きの品種より開花
時期が早く，葉の形質，花径および花色等の形態的特性
も異なっている(表1)．これら新規に得られた形質を消費
地にアピールしていくことで，マーガレット切り花の商
品性を広げることが可能と考えられた．
  本格的に産地に導入した2005年度における生産者の栽
培状況をみると，6月〜9月まで幅広い定植事例が認めら
れた．南伊豆町伊浜では，同一の定植日においても調査
圃場により開花時期が11月〜1月と異なった．この現象
は，現地の入り組んだ地形に起因する栽培環境の違いに
よる生育差であろうと推察された．
　また，現地における草姿をはじめとした生育状況の評
価はおおむね良好で，‘プリンセスレモネード’は産地で
は肯定的に受け入れられている様子が認められた．
　それぞれの作型で栽培した結果についてみると，‘プリ
ンセスレモネード’はハウスにより間伸びしやすい特性
があるものの，暑さに強く草勢の強い等とのコメントか
ら，生産者がこれまでの品種と比較しても栽培が容易で
切り花として優れていることが伺われ，産地における実
用性が高いものと考えられた．
　市場および仲卸における評価では，花型と日持ち性に
ついては「良い」〜「普通」と評価された．この一方
で，草姿，花色については，おおむね「普通」以上で
あったが，一部には「やや悪い」，「やや薄い」との評
価もあった．花色については，‘プリンセスレモネード’
がこれまでの切り花用黄花品種と比較してやや薄めの浅
黄花であるためと考えられる．しかし，‘プリンセスレモ
ネード’は，これまでにない花色であること，日持ち性や
水あげの良さを評価する小売店もあること等から，産地
から市場への新しい提案材料となりうると考えられた．
　これらの結果から，‘プリンセスレモネード’は年内か
ら開花しやすい浅黄花の新品種であり，草姿や花型，出
荷時期等からみて市場性は高いと考えられた．

Ⅴ　摘　　　　要
　交雑育種法により2002年に播種した実生個体から ‘プ
リンセスレモネード’ を育成した．本品種は，2005年5月
に品種登録を出願し，2007年3月2日に品種登録された(登
録番号：第14972号，http://www.hinsyu.maff.go.jp/)．‘プ
リンセスレモネード’ は年内から開花する極小輪タイプ
の浅黄花で，草丈が高く，開花が早い特徴がある．生産
者には，開花が早い，生育が良いことに加え新しい浅黄
花の花色であることが評価された．南伊豆地域から出荷
している主力市場において，切り花品種としての市場性
が認められた．
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